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会 社 名 ケンコーマヨネーズ株式会社
KENKO Mayonnaise Co., Ltd.

設 立 年 月 1958（昭和33）年3月
本 店 所 在 地 兵庫県神戸市灘区都通３丁目３番16号

(東京本社) 東京都杉並区高井戸東３丁目８番13号
代 表 者 代表取締役社長　炭井  孝志
事 業 内 容 調理加工食品、マヨネーズ・ドレッシング類、 

タマゴ加工品等の食品製造販売
資 本 金 2,180百万円
従 業 員 数 1,349名
証 券 コ ード 2915（東京証券取引所市場第一部）
ホームページ http://www.kenkomayo.co.jp/

会社概要（2012年9月30日現在）

代表取締役社長 炭井 孝志
専 務 取 締 役 前田 広司
常 務 取 締 役 松葉 隆之
取 締 役 木佐貫 富博
取 締 役 村田 隆
取 締 役 牧 立也
取 締 役 岡本 賢司
取 締 役 小林 昇

役 員（2012年9月30日現在）

取 締 役 鴨井 信彦
取 締 役 島本 国一
常 勤 監 査 役 松生 達
常 勤 監 査 役 原田 龍彦
監 査 役 山﨑 和義
監 査 役 山下 彰俊
監 査 役 中川 基夫

発行可能株式総数 33,500,000株
発 行 済 株 式 総 数 14,211,000株
株 主 数 5,954名

株式の状況（2012年9月30日現在）

株主メモ

● 住所変更、単元未満株式の買取等のお申出先について
株主様の口座のある証券会社にお申出ください。
なお、証券会社に口座がないため特別口座が開設されました株主様は、特別
口座の口座管理機関である三井住友信託銀行株式会社にお申出ください。
● 未払配当金の支払について
株主名簿管理人である三井住友信託銀行株式会社にお申出ください。
● 配当金計算書について
配当金支払の際送付しております「配当金計算書」は、租税特別措置法の規定
に基づく「支払通知書」をかねております。
確定申告を行う際は、その添付資料としてご使用いただくことができます。
※確定申告をなされる株主様は、大切に保管してください。

❶24時間いつでも注文OK
時間を気にせずお客様のご都合に合わせてご
注文いただけます。

❷ご登録後は便利にお買いもの
1度ご登録いただきますと、2回目以降はお客
様情報を再入力せずに手軽にお買いものをお
楽しみいただけます。

❸選べるお支払い方法
オンラインショップでのご注文ならお支払い
方法を代金引換、クレジットカード、NP後払い
（コンビニ、銀行振込、郵便振替）の3タイプか
ら選べます。

KENKO 
REPORT
かぼちゃの英名は「Pumpkin（パンプキン）」がよく知られていますが、これは果皮が主に赤黄色（橙色）のかぼちゃを指し、日本で一般的な緑色のかぼ
ちゃは「Squash（スクワッシュまたはスカッシュ）」と呼ばれているそうで、アメリカでは日本のかぼちゃを「Kabocha Squash」というそうです。
ナルほど、外国のハロウィーンに出てくるかぼちゃは赤黄色ですね。
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事 業 年 度 毎年4月1日から翌年3月31日まで
定 時 株 主 総 会 毎年6月
株 主 確 定 基 準 日 定時株主総会	 3月31日

期末剰余金配当	3月31日
中間配当	 9月30日

単 元 株 式 数 100株
株 主 名 簿 管 理 人 東京都千代田区丸の内1丁目4番1号

三井住友信託銀行株式会社
郵 便 物 送 付 先

（ 電 話 照 会 先 ）
〒168-0063
東京都杉並区和泉2丁目8番4号
三井住友信託銀行株式会社 証券代行部＜杉並＞
電話 0120-782-031（フリーダイヤル）

パンプキンサラ
ダ

★

http://www.salad-cafe.com/r_contents
ケンコーマヨネーズ　レシピ 検 索

◦ケンコーマヨネーズ オンラインショップ◦
http://www.salad-cafe.com/
onlineshop/

ケンコーマヨネーズ オンラインショップ 検 索

または
▼

ケンコーマヨネーズ オンラインショップ
オンラインショップでのお買いものが便利になりました！

Click!
いろいろなサラダの作り方はこちら

大 株 主

株主名
当社への出資状況

 持株数（株） 持株比率（％）

株式会社ティーアンドエー 1,257,600 8.84

エムエイチメザニン投資事業有限責任組合 850,000 5.98

日本生命保険相互会社 757,200 5.32

第一生命保険株式会社 757,000 5.32

キッコーマン株式会社 641,000 4.51

株式会社三井住友銀行 559,200 3.93

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 559,000 3.93

ケンコーマヨネーズ従業員持株会 505,635 3.55

財団法人旗影会 450,000 3.16

伊藤忠商事株式会社 448,000 3.15
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連結財務ハイライト

（単位：百万円）

2013年
3月期

2011年
3月期

51,101
53,400
（予想）

27,38826,216

2010年
3月期

53,193

27,153

2009年
3月期

2012年
3月期

50,629

25,434

51,878

25,846

 第2四半期（累計）    通期

平素より格別のご高配を賜り、株主の皆様ならびに投資家の皆様に
厚く御礼申し上げます。
当社の第56期第2四半期の決算概要がまとまりましたので、
ここにご報告申し上げます。
また、当期より、配当受取の機会拡大を意図し、
中間配当の実施を開始させていただくことになりました旨、
あわせてご報告申し上げます。

前中期経営計画で培った「時代の変化に対応できる
筋肉質の体制」をベースに、新たなる成長の実現を目指
し、新「中期経営計画Ⅳ（フォース）2012-2014」をス
タートさせました。「サラダ料理」という新しいサラダの
領域の確立、「市場演出型企業」としての存在感アップ、
グローバル企業への成長、を目標としています。

構想の軸となる「サラダ料理」という新領域確立に向
けては、「サラダカフェ」ブランドの積極展開を進めてい
ます。百貨店などに同ブランド名を主体に出店するサ
ラダショップは、首都圏、関西圏を中心に2012年9月
末日現在14店舗、下期には2店舗を出店し、16店舗
体制となります。また、ブランドの認知度向上に向け、
レシピ集などの情報発信やラジオCM提供も開始しまし
た。少し時間はかかると思いますが、着実に存在感を
示していきたいと考えています。

また、「サラダ料理・世界のソースの情報発信」という
テーマのもと、新商品の開発にも力を入れている中、
新商品である業務用ガーリックバターソースが、街のレ
ストランや居酒屋、製パンなどのお客様から非常に高
い評価を得ています。お客様の裾野を拡大する商品へ
と成長しており、日本食糧新聞社が主催する第16回業
務用加工食品ヒット賞も受賞しました。

同時に「事業領域の拡大」を進めていますが、特にタ
マゴ領域が順調に拡大して、さらなる進展を見込んで
おり、当社の強みともいうべき、素材・原料へのこだ
わりを発展させるため、新タマゴ工場を静岡県富士市
に建設することを決めました。殻付き卵から加工製品ま
で、一貫した生産システムを整備し、生産効率の向

上・生産能力の増強を図る計画で、2014年4月の操
業開始を目指します。

また「グローバル企業への成長」の第一歩として、中
国・杭州市に設立した工場の生産がスタートしました。
現在、中国ではマヨネーズやロングライフサラダを使っ
た外食メニューは一般的ではなく、需要を掘り起こしな
がら事業を拡大していく必要がある状況ですが、確か
な手応えは感じており、今後3-4年のうちに、本格軌
道に乗ってくると見込んでいます。さらに今年7月には、
インドネシアに合弁会社を設立しました。マヨネーズを
中心に、業務用及び一般消費者向け商品を展開してい
く計画です。インドネシアで実績を積み、ハラル認証＊

を取得することで、将来における事業エリア拡大の布
石としていきたいと考えています。
＊イスラム教の律法にのっとり許可された食べ物

今後の事業環境と発揮される
強みについて

業務用食品の開発・生産・販売で
培ってきたメーカーとしての柔軟性、
潜在力にご期待ください。

売上高
（単位：百万円）

2013年
3月期

53,400
（予想）

（単位：百万円）

2,951 2,773 2,650
（予想）

27,388

2013年
3月期

2011年
3月期

2010年
3月期

2009年
3月期

2012年
3月期

1,5941,528

2,144

952

1,580

977

292

 第2四半期（累計）    通期  第2四半期（累計）    通期
（単位：百万円） （単位：百万円）

2,853 2,681 2,500
（予想）

2013年
3月期

920

274

2013年
3月期

2010年
3月期

2009年
3月期

2011年
3月期

1,5311,492

2,073

2012年
3月期

935

1,520

 第2四半期（累計）    通期  第2四半期（累計）    通期
（単位：百万円） （単位：百万円）

1,446
1,319 1,280

（予想）

2013年
3月期

2013年
3月期

2010年
3月期

2009年
3月期

2011年
3月期

772748 822
1,029

2012年
3月期

498
300
149

（単位：百万円）
 第2四半期（累計）    通期  第2四半期（累計）    通期営業利益 経常利益 四半期純利益 売上高のポイント

外食・コンビニエンスストア向け等の分野
別チームの取り組みの成果や、東京本社の

「Cooking Labo TOKYO」におけるお客
様との共同試作を通じた積極的なメニュー
提案が、売上高の増加へ大きく寄与し、
連結売上高は前期比6.0％増となりました。

四半期利益のポイント

前年同期と比較し原材料相場が落ち着きを
見せており、収益改善への取り組みとして
の生産工程の改善や経費の圧縮等による
製造コスト低減等を実施した結果、前期比
で連結営業利益67.5％増、連結経常利益
63.7％増、連結純利益55.1％増となりま
した。

（単位：百万円）

2013年
3月期

（単位：百万円）
 総資産   純資産
（単位：百万円）

29,775 30,753 32,557

2013年
3月期
第2四半期

2010年
3月期

2009年
3月期

2011年
3月期

2012年
3月期

13,983
10,916 12,711

30,404

13,492

29,538

9,593

 第2四半期（累計）    通期 総資産・純資産

少子高齢社会になり、外食・中食業界においても、今
後、高齢化に対応する商材へのニーズが高まってくると見
ており、当社では、これらの商品の拡充を図るとともに、
給食分野のウェイトも高めていく必要があると考えていま
す。そうした状況下にあって、ドレッシング類からサラダ類
まで、お客様ごとに異なる商品提供を実現してきた柔軟な
体制・ノウハウは、間違いなく強みとなってきます。株主
の皆様におかれましては、当社がこれまで業務用食品の開
発・生産・販売で培ってきたメーカーとしての底力と柔軟
性、そこから生まれる安定感と成長性、そして潜在力にご
期待いただき、さらなるご支援を賜りますようお願い申し
上げます。

代表取締役社長

新・中期経営計画で掲げた「市場演出型
企業への成長」の進捗状況について

各戦略ともに順調なスタートを切り、
確かな手応えを掴みながら、
次なる展開を進めています。

当第2四半期も前期に引き続き、分野別対策チーム
による商品開発・販売開拓が奏功し、順調に推移しま
した。お客様ニーズの先を見越した提案を継続的に行っ
たことで、特にファストフードの既存顧客で採用率が高
まったほか、新規開拓も進み、お取引先数も順調に拡
大しました。コンビニエンスストア向けについても、各
社の店舗数の拡大に伴う形で、タマゴ商品を中心に出
荷量の伸長が続いています。もうひとつ、売上規模は
まだそれほど大きくはないものの、これまで比較的手
薄だった給食（社員食堂、介護施設など）、寿司（回
転・テイクアウト）といった業界において、新規顧客の
獲得が積み上がってきた点も大きな成果であると見て

当第2四半期の業績の総括と
通期の見通しについて

販売・商品開発・生産の「三つの力」が
うまくかみ合って、利益確保を伴う
売上伸長を実現することができました。

います。
商品開発面では、ソース類、ロングライフサラダの

分野が順調で、中でもタマゴやパンプキンを原料とし
た加工食品、惣菜用マヨネーズやオイルの使用量を減
らしたドレッシング類が好調です。特に保水性を高め、
離水を抑えたHSマヨネーズタイプが惣菜メーカーから
高い評価を得て、引き合いが拡大しています。

販売数量が拡大し、ある程度の規模に達してきたこ
とに加え、コスト変動幅の大きい植物油の使用量を減
らした商品の開発・販売が順調に進み、生産現場の地
道なコスト改善活動も積み重なり、効率的に利益を上
げられる体制になってきました。販売・商品開発・生産
の「三つの力」がうまくかみ合って、原材料価格など外
部環境に大きく左右されず、一定水準の利益を確保で
きる筋肉質な体質になってきたと感じています。通期に
ついては、過去の最高利益には届かないものの、売
上・利益ともに順調に推移すると見込んでいます。

21
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＜サラダカフェ＞は、阪急百貨店うめだ本店のリニューアルに
合わせ「WORLD SALAD Chef’s DELI」（2012年10月）を、
また小田急百貨店町田店（同10月）に「Salad Cafe」を新規出
店し、合計16店舗体
制となりました。
＜海 外 事 業＞では、
中国・杭州の工場で
の生産がスタートしま
した。

調味料・加工食品事業
調理加工食品（ポテト/ゴボウ/ツナ等を使用したロングライフサ
ラダ等）、マヨネーズ・ドレッシング類、タマゴ加工品（厚焼き卵、
タマゴサラダ等）の製造・販売23,237百万円売上高

1,472百万円セグメント
利益

2013年3月期2012年3月期

23,23721,724
（単位：百万円）
売上高推移

 第2四半期（累計）

セグメント別
売上高構成比率

総菜関連事業等

3,630百万円売上高

173百万円セグメント
利益

そ の 他 の 事 業

521百万円売上高

△99百万円セグメント
利益

85% 13%
調味料・加工食品事業

総菜関連事業等

2%

その他の事業

（単位：百万円）
売上高推移

2013年3月期2012年3月期

3,6303,658

 第2四半期（累計）

（単位：百万円）
売上高推移

2013年3月期2012年3月期

521
462

 第2四半期（累計）

業務用メーカーとしてホテル・レストラン等各分野のプロか
ら鍛えられ続けている当社マヨネーズ・ドレッシングの味を
是非ご賞味ください。毎年３月31日現在の株主名簿に記載
されております株主の皆様に対して、年１回、当社商品を贈
呈いたします。

▼

	当社商品2,500円相当
	 （商品例）

贈呈の基準 贈呈品

10単元（1,000株）以上の保有株主様一律 当社商品2,500円相当

１単元（100株）以上１０単元（1,000株）未満 
保有の株主様一律 当社商品1,000円相当

権利確定日	：	 決算期末（毎年３月31日）現在の株主様に対して年１回
送付時期	 ： 	毎年５月下旬～６月上旬

内、記念配当5円 内、記念配当5円
■  1株当たり配当額
●  配当性向

2013年3月期

（予想）
20円

2012年3月期

20円 20円

10円

2011年3月期

15円

2010年3月期

11円

2009年3月期2008年3月期

19.0%  19.3%

 23.7%

22.2%

 47.1%

 13.4%

11円

配当金・配当性向の推移

（中間）

（2013年3月期第2四半期）

主な事業内容

＜調理加工食品＞は、従来からの主力商品であるポテトサラダ、
パスタサラダ、ツナサラダが量販店、コンビニエンスストア、製
パン向けに新規採用されたことに加えて、パンプキン、オニオン
等の素材を活かした商品やフルーツを使用した商品が伸張しまし
た。また和惣菜では外食向けにキンピラゴボウ等が採用されたこ
とにより、増収に寄与いたしました。
＜マヨネーズ・ドレッシング類＞は、製パン、量販店、コンビニエ
ンスストア向けに1㎏袋形態や小袋形態のマヨネーズが伸張し、
ドレッシングも外食向けや西日本工場製の主力商品が大幅に増
加いたしました。また新製品のソースが様々な分野で採用され、
堅調に推移した結果、増収に寄与いたしました。
＜タマゴ加工品＞は、製パン及びコンビニエンスストア向けのサ
ンドウィッチ用のタマゴサラダや焼成パン用のタマゴサラダが新
規採用されました。またコンビニエンスストア向けの茹で卵の伸
張により大幅な増収となりました。

ショップ事業（サラダカフェ・ショップ）及び海外事業
主な事業内容

国内の連結子会社７社が行う事業。フレッシュ総菜（日配サラ
ダ・惣菜）の製造及び量販店等への販売、ケンコーマヨネー
ズからの調理加工食品及びタマゴ加工品の生産受託事業

主な事業内容

売上高は量販店向けの新規採用によりポテトサラダ、ゴボウ
サラダの増加やタマゴ製品のキャンペーンによる増加があり
ましたが、一部の取引においては取引額の減少が見られまし
た。利益面は主要な原料である鶏卵相場が前年を下回る水
準で推移していることや歩留改善、経費削減等のコストダウ
ンの取り組みにより、利益率の改善に繋がり増益となりまし
た。

株主優待品

▼ 	当社商品1,000円相当
	 （商品例）

Salad Cafe 小田急百貨店町田店
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御殿場工場

▼ ▼ ▼  ケンコーマヨネーズの
　　あれこれをご紹介します。 ケンコー 

テラス

御殿場工場では排出物を細かく分別し、ゴミの削減とリサイクルに取り組んでい
ます。2009年には社内でいち早く、工場の廃棄物すべてを他の産業の資源として
活用。再資源化率100％を達成し、ゼロ・エミッション（※）達成第一号工場に認定
されました。

地球にやさしい工場を目指し、さ
らなる廃棄物削減に取り組んでいき
ます。

（※）「ゼロ・エミッション」とは、ゼロ（無）とエミッショ
ン（廃棄物）、つまりゴミを出さないということ。
工場から排出される廃棄物を他の産業の資源と
して活用し、全体として廃棄物を生み出さない
生産を目指す考え方です。

	�地球にやさしい工場を目指し、廃棄物削減に取り組んでいます！

1977年に当社が発売を開始した業界初のロングラ
イフサラダ「ファッションデリカフーズ®」。低温殺菌技術
で、おいしさを保ったまま保存が可能なサラダで、レス
トランやファストフード、居酒屋などで使われています。

御殿場工場では、長年にわたって培ってきた製法ノ
ウハウをいかして、様々な食材をサラダにしています。
定番のポテトサラダ、マカロニサラダ、ツナサラダから、
ごぼう、豆、おから、かぼちゃを使ったサラダまで、
バラエティに富んだ150種類近い製品を生産。サラダ
の味の決め手となるマヨネーズやソースにもこだわって、
素材に最も合ったものを独自に製造しています。

お客様のニーズに合わせて、100グラムの小型サイ
ズから1キロの大型サイズ、四角い袋、三角の袋など、
フレキシブルに生産できる体制を整えています。

	�長年にわたって培ってきた製法ノウハウを活用！ 
様々な食材を魅力的なサラダに。

御殿場工場 工場長　
北山 剛史

御殿場工場は、 富士の
裾野、静岡県御殿場市に位置し、

晴れた日には富士山の美しい姿を見るこ
とができます。

第一工場と第二工場に別れ、敷地面積は合計
約4,500坪。第一工場ではサラダの原料とな
るマヨネーズやソース類、第二工場ではサラ
ダを製造しています。

安全・安心で品質の高い製品をお届け
し、お客様に信頼と満足をいただ

けるように努めています。

汚泥保管施設

（単位：％）
未定
13.0

買い増し
10.9

一部売却
0.7

売却
3.9

長期保有
71.5

株主優待
将来性

配当利回り
安定性

事業内容
収益性

財務内容・業績
独自性
知名度

証券会社の勧め
経営方針

経営者の考え方
上場時公募

社会・環境問題への取り組み
その他

77.1
（単位：％）

33.8
31.1
29.4

21.2
15.6
11.9
9.2
8.4
7.0
4.8
4.0
3.1
1.7
5.1

（単位：％）
株主優待
配当利回り
安定性
将来性
収益性

財務内容・業績
事業内容
経営方針
独自性

経営者の考え方
知名度

社会・環境問題への取り組み
その他

70.5
43.7

33.8
33.7

21.7
20.4

13.2
6.8
6.4
5.6
3.8
2.3
2.1

Q 前問の方針を決定する際の
判断材料をお聞かせください。

（３つまで）

株主様アンケート結果のご報告

アンケートご協力のお願い

株主の皆様とのコミュニケーションの場として、IR活動（当社から株主及び投資家の皆様への情報提供活動）を
さらに充実させることを目的に2012年６月、「2012年３月期（第55期）株主通信

[KENKO REPORT（第２号）]」に付随する形で株主様アンケートを実施いたしました。
その結果をご紹介いたします。

前回のアンケート結果を基に、今後のIR活動（当社から株主及び投資家の皆様への情報提供活動）に役立てていくため、株主の皆様の
お声をさらに頂戴いたしたく、アンケートを再度実施させていただくこととしました。
お手数ではございますが、アンケートへのご協力をお願い申し上げます。

Q 当社の株式を購入された理由を
お聞かせください。（3つまで）

「長期保有」（71.5％）が突出しており
ます。また、「売却」や「一部売却」の合
計スコアは、4.6％と少なく、「長期保
有」の傾向が顕著です。

前問で最多の「長期保有」を支える理由
として、大きな影響力を持っているの
が「株主優待」のようです。また、「配当
利回り」も43.7％と高くなっております。

「株主優待」が突出して高くなっており、 
２位以下の倍以上、77.1%に達していま
す。以下、「将来性」「配当利回り」「安定性」
におのおの３割前後の回答がございます。

（単位：％）

39.7
37.7

31.7
30.0
29.7

21.3
1.3

中長期経営計画
株主優待のご案内
トップメッセージ
オススメレシピ

セグメント別営業概況
ケンコーテラス

会社概要・株式の状況
その他

50.9

Q 今回お送りした株主通信『ＫＥＮＫＯ 
ＲＥＰＯＲＴ（第2号）』で興味を持たれ
た内容はどれですか。（いくつでも）

「中長期経営計画」
（50.9％）が最多で、
「株主優待のご案内」
（39.7％）や「トップメ
ッセージ」（37.7％）が
続いています。また、
上位３位以外にも「オ
ススメレシピ」「セグメ
ント別営業概況」「ケ
ンコーテラス」もおの
おの３割前後で関心
が高くなっています。

Q 当社の株式についてどんな方針
をお持ちですか。（1つだけ）

（単位：％）
株主通信の充実
ホームページの充実
メディアを通じた企業 PR
株主懇談会の開催
株主総会の充実
IR 情報メールの配信

その他

48.4
37.5

26.6
20.3

9.1
8.8

3.1

Q 当社からの情報提供方法として
どれを希望されますか。

（いくつでも）

情 報 提 供 方 法
の 希 望 は、「 株
主通信の充実」

（48.4％）がトッ
プになっていま
す。続いて「ホー
ムページの充実」

（37.5％）があげ
られています。

アンケートへのご協力ありがとうございました！！実 施 期 間 ★ 2012年6月末
〜2012年7月末

配 送 株 主 数 ★ 7,729名
回 答 株 主 数 ★ 3,043名
回 答 率 ★ 39.4％

同封のアンケートハガキにご記入の上、ご郵送願います。なお、ご記入後
は皆様のお名前・ご住所・ご職業部分の上に付属の個人情報保護シールを
貼り付けご投函願います。

回答方法

ご意見を頂戴しました株主様の中から抽選により、30名の方に当社商品
の詰合せをプレゼントいたします。抽選結果の発表は発送をもって代えさ
せていただきますのでご了承願います。

プレゼント

※個人情報の取扱いについて
株主様アンケートによりお預かりした個人情報につきましては、プレゼントの送付
以外に使用することはございません。

締切日：2012年12月20日（当社到着分をもって締切）

個人情報 
保護シール

●廃棄物
  リサイクルフロー例（汚泥）

工場から
排出された汚泥

工
場
内

工
場
外

排水処理設備

脱水汚泥

搬送

堆肥処理

農家

農家土壌改良等
コンポスト化
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